
 

 

             

 

 １８期生最後の体育大会が終わりました。楽しかったですか？  

みんなが頑張った結果、３年３組が総合優勝、３年１組が総合３位と  

１８期生大活躍の今年の体育大会でしたね。  

 天候の関係でプログラムを縮小しての実施となったのは残念でしたが、その

お陰で昨年は出来なかった部活動行進・部対抗リレーが実施され、閉会式で表

彰を行うこともできました。  

 色々考えて運営してくださった先生方、生徒会役員、体育委員の皆さんに感

謝しつつ、このパワーを今度は進路実現に向け、更なる努力を続けていきまし

ょう！  
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オメデトウ！！  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これから一つひとつの行事が皆さんの高校生活において最後になっていきま

す。終わってしまえばあっという間。今日、この瞬間にも時間は過ぎていきま

す。新しい世界へ飛び立てば、振り返ることなく前へ突き進んでいかなければ

なりません。どんなにそれが良くても、悪くても過ぎた時間は戻ることはあり

ません。輝いていようと、少々くすんでいようと、それぞれの胸の中に残る思

い出は、そこにあります。それがあなたの「高校時代」です。  

**************************************************************  
 体育大会を締めくくる閉会式は体育館での実施となりました。その最後に校

歌を歌いました。私にとって伊丹北高校は初任の学校であり、２回目の赴任か

ら既に 12 年。足掛け 19 年を過ごした学校です。生徒諸君から思い出も沢山い

ただきました。この学校の校歌を歌うといつも思い出す一人の音楽の先生がい

らっしゃいます。卒業式の前には全校生に歌唱指導をされていて、普段クール

なその先生が校歌の最後のフレーズを「ここが美しい」と言って自らの美声（声

楽専門の先生でした）で生徒たちに歌ってみせていました。  

初任だった私が伊丹北を去った数年後、その先生が若くして亡くなられた訃

報を聞きお別れの会に参列した私は涙が止まりませんでした。それから更に数

年が経ち、私は伊丹北に２度目の赴任をしました。着任式で校歌を歌っていて

いると涙が出そうになりました。着任早々、どれだけ思い入れがあるのかと周

囲には思われていたかもしれませんね。  

あと何回。  

18 期生諸君と一緒に校歌を歌うのはあと何回なのかな、そう思いながら閉会式

で校歌を歌っていると胸が熱くなりました。卒業式では胸を張ってこれまでで

一番大きな声で、思いをこめて、歌ってほしい。そんなことを考えていました。  


